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兵庫県議会議長

▲参譲院議員選挙｢末松信介.ガンバローl｣

6月24日公示､7月11日韓開票

▲兵庫県議会第1 i 3代言兵長に就任(6月1 1日)

ー　ノ
1

′

蘭跳
向
本

に
山

秋
空
の
澄
み
渡
っ
た
好
季
節
と
な
り
ま
し
た
｡
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
o
お
蔭
様
で
ー
引
き
続
き
地
域
･
議
会
の
活
動
な
ど
､
元
気
1
杯
に
続
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
-
ま
す
｡
先
の
6
月
定
例
県
議
会
に
お
き
ま
し
て
､
1
3
0
年
の
歴
史
と
伝
統

に
輝
く
兵
庫
県
議
会
の
第
1
1
3
代
読
長
に
ご
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
､
私
に
と

っ
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ
-
ま
す
Q
　
こ
れ
ま
で
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
ま
い
-
ま
し
た
多

く
の
方
々
に
､
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
｡

さ
て
､
1
昨
年
秋
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
､
世
界
規
模
で
の
金
融
経
済
危
機
は
､

わ
が
国
の
経
済
二
展
用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
'
国
民
生
活
の
隅
々
に
ま
で
波
及
し
ま

し
た
｡
景
気
は
よ
う
や
-
底
を
打
ち
､
着
実
に
持
ち
直
し
て
い
る
と
の
観
も
あ
り
ま
す
が
､

急
激
な
ド
ル
安
･
円
高
､
株
安
基
調
の
中
､
経
済
二
屠
用
の
情
勢
は
依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
-
ま
す
｡

1
万
､
近
年
､
世
界
各
地
で
は
､
大
地
震
の
続
発
や
'
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
が

多
発
し
､
わ
が
国
で
は
家
畜
伝
染
病
･
ロ
蹄
疫
が
発
生
･
拡
大
す
る
な
ど
'
地
球
親
模
で

の
環
境
問
題
へ
の
取
-
組
み
と
と
も
に
､
安
全
･
安
心
な
社
会
の
構
築
に
対
す
る
関
心
が

ま
す
ま
す
高
ま
-
を
見
せ
て
い
ま
す
｡

本
県
で
は
､
1
昨
年
に
議
会
の
議
決
を
経
て
　
｢
新
行
革
プ
ラ
ン
｣
を
策
定
し
て
､
行
財

政
全
般
を
見
直
し
､
県
民
の
要
請
に
的
確
に
対
応
で
き
る
､
持
続
可
能
な
行
財
政
構
造
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
､
昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
の
激
変
に
加
え
､
昨
年
8
月
3
0
日
の
政
変
に
伴
う
国

の
制
度
改
正
や
予
算
の
見
直
し
な
ど
に
よ
っ
て
､
県
の
行
財
政
を
取
-
巻
-
環
境
は

大
き
-
変
化
し
て
い
ま
す
｡

今
年
度
は
､
｢
新
行
革
プ
ラ
ン
｣
3
年
目
の
総
点
検
の
年
に
当
た
-
'
6
月
定
例

会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
行
財
政
構
造
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
'
こ
う
し
た

環
境
変
化
を
十
分
に
踏
ま
え
､
県
民
の
立
場
に
立
っ
て
真
聾
か
つ
慎
重
に
議
論
を
重

ね
'
元
気
で
安
全
安
心
な
兵
庫
を
め
ざ
す
基
本
枠
組
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
-
ま
す
｡

他
方
､
地
方
分
権
改
革
が
進
む
中
'
知
事
と
と
も
に
車
の
両
輪
の
ご
と
-
二
元
代

表
制
の
一
環
を
担
う
地
方
議
会
の
役
割
は
､
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
0

本
県
議
会
で
は
､
昨
年
度
か
ら
質
疑
･
質
問
方
法
の
見
直
し
や
参
考
人
招
致
の
活
用

な
ど
､
議
会
審
議
の
活
性
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
'
県
民
に
最
も
近
い
立
場
に
あ

る
私
ど
も
議
員
が
､
政
策
論
譲
を
よ
-
活
発
に
行
い
'
県
民
の
多
様
な
意
見
を
県
政

に
的
確
に
反
映
さ
せ
､
議
会
の
持
つ
審
議
･
政
策
提
言
梯
能
､
行
財
政
運
営
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
穫
能
な
ど
を
大
い
に
発
揮
し
'
5
6
0
万
県
民
の
負
託
に
こ
た
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
-
ま
せ
ん
o

私
は
､
今
､
こ
う
し
た
重
要
な
時
期
に
､
議
長
と
い
う
要
職
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

-
こ
と
に
な
-
､
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
い

ま
す
o
　
3
5
年
に
わ
た
る
議
員
の
経
験
も
生
か
し
っ
つ
､
皆
様
方
の
温
か
い
お
力
添
え

を
賜
-
､
議
会
運
営
の
一
層
の
充
実
と
｢
新
兵
犀
の
再
生
｣
'
｢
未
来
を
拓
-
元
気

な
兵
庫
づ
-
り
｣
　
に
向
け
て
1
所
懸
命
努
力
し
'
誠
心
誠
意
そ
の
任
に
当
た
っ
て
い

ま
す
o
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
接
の
ほ
ど
､
よ
ろ
し
-
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡
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i o琵歪志蒜㌫ツプの作成と法則別の河
j O住民の安全と企業の活性化のための都市計画

道路沖浜平津扱.貰須松村線など幹線道路の
■　整備

】 OJR宝段訳IJR曽板駅の)(リアプリ-化､ ｢高砂
】駅｣の設置

ダg方/L1-5るaいと
やダちぎを

⑬県民交流広場事業による地境コミュニティの謝ヒ

⑳山罷高砂駅周辺などまちのにぎわいづくり

⑳精神障害者･発達障害者などへの医療･符祉の

充実

題砂a名)と富野j'<ク@
㌫潜のILIf*EIT

諺/謬昏改雷と
ヂ房徽姦穿

⑳理科教育及び体育科教育などの充実･発展
e)小学校低学年少人数学級.高学年教科担任利

の導入

⑳あたたかな家庭と地域で安心して子育てでき
る環境づくり

ざB rJる行脚署の

諾つりとL7三†､文化なとの:コり芯かり

ロ=-トJ^bJL>.了､フリーター苅こ7なとを)こして､口

少年に17二の〇壬

など地域の発展にも取り組みます｡

費ま貝全　般癖貞事

▲内閣総理大臣と恭道府県言羨会誌長との懇談

(7月30日.内閣諾理大EE官田にて)

▲第136匝】全国都道府県言責会議長会走例稔会(7月29日) ､予算編成に向け

提言事項の推進活動,自民党本部5役などへ(7月30日)

卦
例
酔
酪
会
詠
象

@
関
西
広
域
連
合
規
約
案
な
ど
3
 
7
議
案
を

提
案
､
政
務
調
査
票
全
領
収
書
公
開
へ

(
9
月
2
2
日
～
1
 
0
月
2
6
日
予
定
　
会
期
3
5
日
間
)

9
月
定
例
会
が
2
2
日
に
開
会
L
t
関
西
の
2
府
5

県
で
今
年
度
中
の
発
足
を
目
指
す
｢
関
西
広
域
連

合
｣
を
設
置
す
る
た
め
の
規
約
案
や
'
住
宅
地
な
ど

で
の
暴
力
団
関
連
施
設
の
新
設
な
ど
を
禁
じ
る
暴

力
団
排
除
条
例
'
住
民
税
に
年
間
8
0
0
円
を
上

乗
せ
す
る
県
民
緑
祝
の
実
施
期
間
を
5
年
間
延
長

す
る
条
例
改
正
案
な
ど
3
7
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
.
関
西
広
域
連
合
に
つ
い
て
､
井
戸
知
事
は
｢
こ
れ

で
防
災
な
ど
府
県
城
を
超
え
た
体
刑
が
赦
や
っ
0
回

は
､
r
地
方
に
受
け
皿
が
な
い
｣
と
し
て
出
先
校
閲
の

見
直
し
を
拒
ん
で
い
る
が
'
広
域
連
合
の
設
E
l
I
J
で
実

現
可
能
な
も
の
か
ら
移
設
を
求
め
た
い
｣
と
述
べ
ま

し
た
｡F

3
日
か
ら
1
0
月
1
日
ま
で
の
本
会
議
に
お
い
て
､

代
表
質
問
に
は
､
松
本
隆
弘
自
民
党
議
長
団
副
幹

の
支
出
に
改
め
全
面
公
開
す
る
た
め
の
条
例
改
正

案
が
､
即
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
｡
綻
1
地
方
選
挙
県

議
選
後
の
来
年
6
月
1
 
1
日
以
降
に
適
用
さ
れ
ま
す
D

朗
新
た
な
高
速
道
路
料
金
制
度
の
導
入
に

関
す
る
意
見
書
案
な
ど
を
可
決

(
6
月
3
日
～
6
月
1
 
1
日
　
会
期
9
日
間
)

3
日
の
開
会
日
に
は
'
育
児
休
暇
を
取
得
し
や
す

-
す
る
な
ど
県
職
員
の
子
育
て
支

援
を
拡
充
す
る
た
め
の
改
正
条
例

案
'
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
タ
ミ
フ
ル

1
4
万
5
8
0
0
人
分
を
約
2
億
9

千
万
円
で
購
入
す
る
議
案
､
な
ど

が
上
程
さ
れ
井
戸
敏
1
1
1
知
事
が
提

案
説
明
を
布
い
ま
し
た
｡
井
戸
知

事
は
冒
頭
､
宮
崎
県
の
口
蹄
疫
感

染
問
題
に
つ
い
て
本
雛
の
対
応
や
､

安
I
E
校
告
へ
の
防
災
･
拭
災
対
策
に

つ
い
て
説
明
し
'
鳩
山
総
理
の
退
陣

に
も
触
れ
､
｢
突
然
辞
任
さ
れ
た
が
､

明
日
に
も
新
内
閣
が
発
足
す
る
見

通
L
o
今
後
と
も
､
地
域
主
権
の
確

立
に
向
け
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
0
｣
と
述
べ
ま
し
た
Q

c
c
日
の
本
会
議
で
は
､
自
由
民

主
党
･
長
岡
壮
寿
政
調
副
会
長
は

じ
め
､
民
主
党
･
県
民
連
合
､
公
明
党
･

県
民
会
議
の
各
会
派
を
代
表
し
て

3
人
の
議
員
が
､
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
に
お
け
る
､
陸
･

海
･
空
の
広
域
交
通
基
盤
の
強
化
と
活
用
､
県
民
の

他
琉
づ
-
り
の
推
進
､
遺
徳
教
育
の
推
進
､
な
ど
質

問
を
行
い
ま
し
た
｡

新
し
い
t
L
L
L
a
長
､
別
記
長
の
選
出
な
ど

県
講
会
(
定
数
9
2
､
欠
員
3
)
は
'
9
日
に
各
常
任

委
員
会
で
付
託
W
E
l
案
審
査
を
行
い
､
日
日
の
本
会
議

で
各
議
案
ご
と
に
委
員
長
報
告
･
討
論
･
表
決
を
行
い

ま
し
た
o

そ
の
後
､
議
長
･
副
議
長
選
挙
を
行
い
'
第
1
1
3

代
議
長
に
山
本
政
信
論
い
(
自
由
民
主
党
､
高
砂
市
)
､

第
1
1
8
代
捌
議
長
に
小
田
毅
議
員
(
自
由
民
主

党
､
加
西
前
)
を
退
出
し
た
ほ
か
へ
改
め
て
県
の
行
財

政
構
造
改
革
に
関
す
る
調
査
検
討
を
行
う
｢
行
財

政
構
造
改
革
調
査
特
別
委
員
会
｣
の
設
置
を
決
め
､

各
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
､
平
成
の
山
年
度
の
県
議

会
の
新
体
制
が
整
い
ま
し
た
｡
新
正
･
副
議
長
と
も

に
自
民
党
(
4
5
人
)
の
所
属
で
'
公
明
党
･
県
民
会

読
(
1
3
人
)
や
無
所
属
議
員
ら
の
協
力
を
得
て
'
第
2

会
沢
の
民
主
党
･
県
民
連
合
(
2
0
人
)
が
擁
立
し
た
候

補
を
抑
え
ま
し
た
o

こ
の
ほ
か
､
人
事
委
員
会
安
貞
に
元
県
防
災
藍
の

中
擬
音
1
氏
を
再
任
す
る
人
事
案
件
､
神
戸
淡
路
鳴

門
自
動
車
道
の
一
過
行
料
金
が
二
重
払
い
と
な
ら
な
い

よ
う
に
求
め
る
､
新
た
な
け
仙
速
道
路
料
金
制
度
の
群

人
に
関
す
る
意
見
苗
案
､
新
卒
者
等
の
就
職
支
技

策
の
さ
ら
な
る
実
施
を
求
め
る
意
見
吉
案
､
な
ど
2

議
案
を
可
決
･
承
認
･
同
意
し
､
閉
会
し
ま
し
た
｡
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▲平成20年代中期の実現を想定整備終了後のイメ-ジ例

(高砂西溝再整備推進協議会朝告晋i:り抜粋)

2∩)･

川

(
ど

=∩960N

〝
地
域
の
力
を
つ
な
い
で
活
か
す
乗
播
磨
〟
を
め
ざ
し
て

現
在
進
行
中
の
事
案
に
つ
い
て

問
の
川
､
松
村
川
･
虚
血
川
の
浸
水
対
語

普
通
河
川
｢
間
の
川
｣
に
つ
い
て
は
､
今
年
度
､

管
理
者
で
あ
る
高
砂
市
が
治
水
対
策
の
検
討
･

整
理
を
実
施
中
で
あ
-
､
兵
庫
県
は
､
法
華
山

谷
川
河
川
改
修
計
画
の
資
料
提
供
な
ど
側
面

的
に
技
術
的
支
接
を
行
な
っ
て
い
ま
す
o

ま
た
､
松
村
川
･
鹿
島
川
に
つ
い
て
は
､
現
段

階
で
港
湾
海
岸
に
お
い
て
､
稔
相
川
河
口
付
近

で
の
高
潮
事
業
等
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
､

今
後
'
高
砂
市
が
治
水
対
策
の
検
討
･
整
理
を

行
う
中
で
'
県
下
他
河
川
で
の
取
組
事
例
の

情
報
提
供
等
側
面
的
に
技
術
的
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
｡

(
:
H
須
･
松
村
5
.
.
t
i
(
T
.
a
t
l
q
臨
海
地
域
道
路
の

閏
i
=
J
H
.
山
路
)
の
t
T
j
稲
促
進

県
で
は
､
播
磨
臨
海
地
域
道
路
に
つ
い
て
､
本

年
6
月
に
｢
平
成
2
3
年
度
国
の
予
算
編
成
等

に
対
す
る
提
案
｣
に
お
い
て
､
早
期
p
I
着
手

を
要
望
す
る
な
ど
､
あ
ら
ゆ
る
横
会
を
捉
え
､

国
へ
働
き
か
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
｡
今
後
と

も
高
砂
市
を
は
じ
め
関
係
市
町
及
び
国
と
連

携
を
図
-
な
が
ら
､
本
道
路
の
早
期
実
環
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
o

ま
た
'
県
に
お
い
て
は
'
播
磨
臨
港
地
域
道

路
に
関
連
す
る
調
査
と
し
て
､
昨
年
度
か
ら

3
か
年
か
け
て
'
都
市
計
画
道
路
高
須
松
村

級
(
高
砂
市
)
､
海
岸
線
(
姫
路
市
)
な
ど
周
辺

の
都
市
計
画
道
路
の
必
要
性
･
梯
龍
な
ど
を

検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お
-
､
今
年
度
は
､
播

磨
臨
海
地
域
道
路
の
取
-
組
み
と
併
せ
て
､

関
連
道
路
の
車
線
数
､
播
磨
臨
海
地
域
道
路

と
の
1
体
整
備
等
の
基
本
的
な
道
路
構
造
に
つ

い
て
の
検
討
を
予
定
し
て
お
-
､
播
磨
地
域
臨

海
道
路
と
併
せ
都
市
計
画
道
路
網
の
あ
り
方

を
整
理
し
て
い
き
ま
す
｡

(
:
2
砂
西
忘
か
ら
主
要
幹
組
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
望
惰

高
砂
西
港
再
整
備
推
進
協
誌
会
の
報
告
書

｢
未
来
に
向
け
た
高
砂
西
港
み
な
と
づ
-
-
｣

に
お
い
て
､
西
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
､
既
存

道
路
の
活
用
に
よ
-
対
応
す
る
計
画
と
し
て

い
ま
す
｡
ま
た
､
都
市
計
画
道
路
沖
浜
平
津
線

(
南
端
部
)
に
つ
い
て
は
､
事
業
主
体
は
｢
高
砂

市
｣
で
あ
-
'
西
港
再
整
備
後
の
西
港
の
利
用

動
向
や
大
木
曽
水
路
の
改
修
計
画
を
踏
ま
え

な
が
ら
､
中
長
期
的
な
検
討
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
｡

こ
の
た
め
､
県
は
大
木
曽
水
路
の
改
修
計
画

や
､
西
港
再
整
備
後
の
高
砂
臨
港
部
の
交
通

量
な
ど
も
踏
ま
え
､
沖
浜
平
棒
線
(
南
瀦
部
)

の
早
期
事
業
化
に
向
け
た
高
砂
市
の
検
討
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
o

な
お
､
渋
滞
交
差
点
で
あ
る
相
生
橋
西
詰

交
差
点
の
渋
滞
解
消
に
向
け
た
交
差
点
改
良

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
｡
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□
8
月
2
5
日

･
･
･
急
ぎ
第
7
r
g
l
近
畿
6
府
県
課
員
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

出
席
の
た
め
､
大
阪
府
議
会
に
向
か
い
ま
し
た
が
途

中
緊
急
工
事
の
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
'
1
寸
だ
け
遅

刻
､
全
体
会
譲
で
の
兵
庫
県
諌
会
誌
長
あ
い
さ
つ
と

出
席
者
1
0
名
の
紹
介
を
､
急
き
ょ
同
僚
の
筒
井
県
議

に
託
し
ま
し
た
0
第
-
分
科
会
･
地
方
分
椎
､
約
2

分
科
会
･
環
拐
'
〃
が
3
分
科
会
･
医
嫉
､
第
4
分
科
会
･

産
業
拒
m
八
の
講
師
の
先
生
か
ら
､
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
､

説
明
が
あ
-
､
そ
の
後
分
科
会
ご
と
に
分
か
れ
ま
し

た
o
分
科
会
で
は
昼
食
を
摂
り
な
が
ら
ー
全
員
愉
快

な
自
己
紹
介
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
o
合
間
に
､
今
日

の
朝
刊
各
紙
を
賑
わ
し
た
｢
関
西
広
域
連
合
｣
の
発

足
に
つ
い
て
'
1
部
の
課
長
さ
ん
に
取
-
組
み
状
況
を

伺
い
ま
し
た
o

私
は
､
筒
井
県
議
､
篠
木
県
謀
と
と
も
に
第
1
分

科
会
に
入
-
'
同
志
社
大
学
政
策
学
部
の
新
川
達

郎
教
授
を
中
心
に
､
"
地
方
分
権
"
に
つ
い
て
楽
し
い

意
見
交
換
の
と
き
を
持
ち
ま
し
た
.
地
方
分
権
改

什
や
の
ほ
か
､
財
政
再
廷
･
国
と
地
方
の
税
関
超
､
三
位

.
体
改
革
に
よ
る
地
方
の
疲
弊
'
二
元
代
表
制
･
良
と

読
会
･
中
の
両
輪
論
､
阿
久
根
市
長
･
名
古
屋
市
長
･

大
阪
府
知
印
に
対
す
る
非
稚
､
試
r
;
内
闇
制
､
読
会

の
和
仏
権
､
議
会
基
本
条
例
､
定
例
会
の
常
時
･
日
比
欄

間
位
､
政
務
調
査
竹
､
謡
い
報
酬
､
定
数
削
減
､
地
方

議
日
の
身
分
､
等
々
､
さ
す
が
議
会
人
､
生
々
し
い
課

題
が
ぼ
ん
ぼ
ん
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
｡
地
域
"
主

権
"
改
革
の
用
語
に
は
か
な
り
の
方
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

付
き
ま
し
た
o
地
方
自
治
法
の
改
正
に
待
つ
と
こ
ろ

も
多
-
､
全
国
議
長
会
で
提
案
し
て
い
る
"
公
選
職
"

が
認
め
ら
れ
れ
ば
､
解
決
出
来
る
課
題
も
多
々
あ
-

ま
す
｡

再
び
全
体
会
議
で
､
各
分
科
会
ご
と
講
師
の
先
生

か
ら
ま
と
め
の
報
告
が
あ
-
､
来
年
は
京
都
府
議
会

で
会
お
う
､
と
散
会
し
ま
し
た
o

別
報
話
術
境
で
登
壇
絹

ロ
5
月
1
5
日

E
E
]
根
支
部
県
政
報
告
会

-
夕
刻
曽
根
天
満
宮
で
の
､
山
本
敏
信
を
育
て
る
会

曽
根
支
部
の
県
政
報
告
会
に
出
席
し
ま
し
た
｡
会

館
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
-
､
佐
野
支
部
長
'
登
市
長
､
渡

海
前
代
訣
士
､
生
鴫
市
議
会
議
長
'
地
元
の
北
畑
市

議
､
藤
森
市
誌
､
栓
本
市
議
と
､
順
次
挨
拶
が
続
き
､

宋
松
参
院
議
員
夫
人
か
ら
も
目
前
に
控
え
た
参
院

選
で
の
支
援
を
訴
え
ま
し
た
｡
食
後
に
私
か
ら
国
'

県
'
市
の
関
係
を
ま
じ
え
て
､
試
砂
み
な
と
ま
ち
づ
-

り
構
想
な
ど
地
元
課
題
を
中
心
に
県
政
報
告
を
し

ま
し
た
｡
重
ね
て
来
る
参
院
選
､
市
諌
選
で
の
同
志
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
｡
大
勢
の
方
々
の
ご
来

聴
に
改
め
て
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
D

口
5
月
3
0
日

伊
保
支
部
県
政
報
告
会

-
夕
刻
'
市
内
高
須
自
治
会
館
で
､
山
本
数
倍
を
育

て
る
会
伊
保
支
部
の
県
政
報
告
会
が
開
催
さ
れ
､
大

勢
の
聴
衆
の
中
'
登
高
砂
市
長
'
渡
海
前
代
諌
士
､

次
い
で
ま
も
な
-
改
選
を
迎
え
る
未
桧
参
議
院
諌

貝
が
そ
れ
ぞ
れ
所
信
を
述
べ
ま
し
た
｡
最
後
に
私
か

ら
国
政
､
県
政
､
市
政
に
関
す
る
地
元
の
諸
課
題
の

現
状
報
告
を
し
､
あ
わ
せ
て
今
後
の
取
-
組
み
を
述

べ
ま
し
た
｡
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
､
拭
砂
西

港
再
整
蛸
に
絡
む
i
=
)
路
整
鵬
な
ど
に
つ
い
て
厳
し
い

意
見
も
出
ま
し
た
｡
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
声
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
｡

ロ
6
月
1
2
日

米
田
支
部
県
政
報
告
会

-
夕
刻
米
田
公
会
堂
に
出
向
き
'
か
ね
て
案
内
を
回

し
て
い
た
'
山
本
敏
信
を
育
て
る
会
米
田
支
部
主
催

の
県
政
報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
o
米
田
町
内
か
ら
､

県
議
会
謀
長
就
任
を
祝
っ
て
-
れ
る
多
-
の
支
援
者

が
駆
け
つ
け
て
-
れ
ま
し
た
o
北
潤
男
支
部
長
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
､
登
華
人
高
砂
市
長
'
地
元
の
今
竹
大

祐
'
入
江
正
人
'
鈴
木
正
典
各
市
譲
が
､
そ
れ
ぞ
れ
懸

案
の
課
題
に
つ
い
て
話
さ
れ
､
次
い
で
兼
松
信
介
参
議

院
議
員
が
選
挙
公
示
直
前
に
あ
た
っ
て
決
意
の
ほ
ど

を
力
強
-
述
べ
ま
し
た
o

最
後
に
私
か
ら
､
県
試
会
議
長
就
任
に
至
る
ま
で

の
永
年
の
ご
支
援
に
感
謝
し
'
国
政
､
県
政
､
市
政
に

対
す
る
取
-
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
0
時
に
､
懸
案

の
法
華
山
谷
川
改
修
で
残
り
塩
市
山
所
地
区
な
ど

の
整
仰
ー
関
連
し
て
問
の
川
｢
比
水
対
策
､
都
市
計
画

道
路
沖
浜
平
枠
線
･
残
り
小
松
原
工
区
の
整
鵬
な
ど
~

地
元
の
方
々
の
意
を
戴
し
て
事
業
を
進
め
た
い
､
旨

申
し
あ
げ
ま
し
た
｡
遅
-
ま
で
大
勢
の
方
々
に
お
出

で
い
た
だ
き
ま
し
た
o
感
謝
-
･
感
謝
I
･
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201 0年(平成22年)　　　　　　(地元関係分のみ)

EE]芸雷濫誓諾需表芸欝5g票差夏
物処理施設｣建設反対総決起大会､5日市理容組合総会､正蓮等保育園.
正蓮寺ナ-夕学園入園式､ 6日交通安全祈願祭､市交通安全｢思いやり声
かけ運動｣発足式､ 8日おとちジャーナルNo.68発行､兵庫県いなみ野草園

入学式､ 1 1 E]実践倫理宏正金･テープ拝聴朝起会､ 1 2日市美容組合総会､

1 5日｢高砂署警察官を励ます会｣設立総会､ 1 7日倫理経営講演会､ 1 8日第

80回家庭バレーボール春季市民大会､21日高砂町老人クラブ連合会第49
回定期総会､ 22日県立考古博物館｢戦国時代の守護山名氏の城と戦い｣

開会式､24E]第32回春季高砂少年野球大会市長杯･あかふじ予選､ (社)

兵庫県宅地建物取引業協会加古川支部創立50周年記念祝賀会､ 25日
NPO法人てのひら｢高齢者生き活きグループリビング｣開設記念式､東播

磨地域づくり活動応接事業｢交流.報告会｣ ､27E]県自閉症協会高砂･加

古川ブロック総会､28日県行政書士会加古川支部第50回定期総会･創立
50周年記念式典､29日(社)実践倫理宏正金創立64周年記念朝起会､い

なみ野ため池ミュージアム鴻ノ池リニューアル記念フェスティJてル､荒井神

社だいこく票

田認諾悪意亨監篭莞莞喜雷諾意遥蓋雲悪霊霊
県民交流広場開所式､9日第24【司兵庫県小学生[男･女コソフトボール大会､
高砂市吹奏楽団第4回チャリティーコンサート､ 1 3日東播磨溝振興協会総会､
14日高砂支部女性の集い､ 16El第24回武蔵･伊捻まつり､東括南西地区

自衛隊父兄会定期総会､ (社)茶道票千家ラ炎交会第48回･第49回近畿地

区大会､ 1 8日市手をつなぐ育成会定期総会､高砂商店連盟協同組合第59

期通常総会､ 21日市連合婦人会総会､第1 2回章社会総会､22日市連合自

治会総会､ 23日高砂軟式少年野球協会第25回高砂支部会長旗争奪戦大
会､第23回高砂市春季市民剣道大会及び第37回ちびっこ剣道大会､市心

身障害者連絡協議会総会､ (社福)高砂福祉会養護老人ホーム高砂荘創
立30周年記念式典､ 24日第1 0回高砂公民館歌謡グループ交流会､ 25日

東播磨南北道路建設促進期成同盟会第1 3回総会､市商店連合会通常総
会､26日東播磨消費者団体協議会総会､28日高砂交通安全協会定期総会､

(社)兵庫県エルピーガス協会加印安部第54回定時総会､30日第43回兵
庫県軟式少年野球夏季選手権大会抽選会､花挙さつき展示会表彰式

匹】　-　　　.､　一上. -∴

式少年野球貫季選手権大会､善意のつといチャリティ講演会､樽本庄一加

古川市長候補出陣式､ 1 3日長岡正一氏瑞宝単光量受賞記念祝賀会､ 1 9
日加印学区高額進学対策協議会第1回総会､20日高砂古詩会政友会フォー
ラム､第26回高砂市吹奏楽合同演奏会､23日産業廃棄物処理施設設置

計画に係る現況報告会､ 26日市社協第8期福祉委員委嘱式及び研修会､
27日東播磨地域づくり活動応援事業｢申請事業公開発表会｣ ､30日｢東

播磨流域文化協議会｣総会及び講演会

正卜. ∴...　∴∴1‥一一一`
任委員会管内調査(東播磨県民局) ､14日こころ豊かな美しい東播磨推進
会議総会､総務常任委員会管内調査(兵庫県生きがい創造協会) ､18日よっ

てこ村･荒井開村2周年村まつり､ 1 9日市スポーツ少年大会開会式､ 20日東

播磨地域づくり懇話会､ 24日高砂地区ふれあいまつり､ 25日学校茶道連絡
協議会･研修茶会､地域子育て支揮ふれあい大会

EE]諾器麓表讐‰召忍摺諾霊禁篇毒17B完〒
国東播磨地域夢会議､ 8日第25回全(オ-ル)兵庫少年野球選手権大会

開会式､第26回兵庫県ちびっこ相撲大会､ 1 1 E]高砂市長と県会議員との

意見交換会､ 16日2010E]韓(高砂市･安養市)親善柔道交流会･夕食会､

19日第13回常寿園夏祭り､20日カネカ夏まつり､26日建設常任委員会管内

調査(加古川土木事務所ほか) ､29日高砂市議会議員第1 5期通常選挙(定

数22人､立候補者26人)告示

EZa誤悪誓霊警慧纂二12諾諾票諾纂芸､
白兎愛育園運動会､県准高砂会総会･懇親会､第14回観月会zn十輪寺､
19日市スポーツ少年団サッカー大会､MOA関西｢秋の西兵庫光輪栗｣ ､21

日交通安全祈願祭､関西大
学校友会素描支部定例総会､　　万i一･-由-i;{　ニ　　ー

25日米田地区戦没者慰霊祭､

第10回日本音楽療法学会学
術大会神戸大会県民フォ-ラ
ム､たかさご万灯票201 0 (26

日まで) ､26日第26匡]兵庫県

連合婦人会家庭バレーポー
ル牡大会､第2BlH本金暮兵　■~二二｢=_r. i_⊥二T,_二日_:

庫東播磨支部総会　　　　▲野口裕一宇宙飛行士帰国報告会(9月20日)

(本文中に記事のあるものは除いています｡ )

事務所を移転しました｡お気軽にお寄りください｡

はがきやインターネット

メールでの質問

先般｢おとちジャーナルNO.68｣に対して､多くの方から､メール､

お葉音やお手紙などをいただきました｡一部を紹介いたします｡

▲平成22年兵庫県地方議会協議会を開催(8月23日)

山本としのぶを
育てる会･後援会事務所
住所〒676-0068高砂市高砂田丁鍛冶屋町1 41 3 (銀座商店街)

TELO79(442)6001 FAXO79(443)8388

電子メールアドレス:otochl@ao】.com

ホームページアドレス:http://hwm3.EyaO.neJ'p/otochl-y/
(2008年1月3 Elにホームページを移乾しました)おとち維且の活動日には従え~稚新しています｡

●●山本としのぶ略歴●●
昭和21年2月12日生れ
高砂小学校,高砂中学校,浮心学院高校卒業.
東北大学法学部卒業
兵庫県議会諸員(平成7年初当選　4期連続当選)
高砂市議会議員(昭和49年初
(元)

●高砂市議会吉義長
●近畿市議会議長会会長
●三菱製紙株式会社勤務
●県議会建設常任委員長
●県議会総務常任豪農長
●自民党県議EEl政調会長
●高砂祇業株式会社勤務
●兵庫県監査委員
●自民党県議団幹事長

当選　5期連続当選)

(覗)

●高砂市吹奏楽団団長
●高砂市剣道連盟名誉会長
●高砂交通安全協会顧問
●高砂市吟詠連合会顧問
●高砂市スポーツ少年Eii顧問

●兵庫県軟式少年野球協会顧問

●兵庫県相撲連盟顧問
●自由民主党高砂支部長
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